
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ● 1 月 29 日：「災害・防災について」 
大船渡市内、避難サイン（看板）が少なすぎるし、目立たな
い。始めてきた方・旅行者に対してとっても不親切に感じる。
まちの景観より安全を重視すべき。 

● ２月８・21 日：「子育てについて」 

  子育て支援というけれども、お母さんに余裕があれば、

子どもはそれだけで安心。子どもはお母さんを見ている。 

お母さんが楽しいと感じることができるまちは良いまち！ 

👉ファミリーサポート、預かり会員さんのお宅に子どもを預け
ること自体ハードルが高い。公共施設で預かってもらえるならば 
→つどいの広場で預かり可。HP・チラシなどの記載変更を依頼 

👉小学校のトイレ問題。和式を使ったことがない子どもが
増えている中、洋式が少なすぎる。入学前に和式の練習をし
てきて！と言われても、市内にもあまりないので、練習がで
きない。災害時には学校は避難所にもなり、高齢者の方も利

用する。早急に洋式トイレの整備を！ 
 

 

 

 

 

１月４日■仕事はじめは、大船渡
魚市場の初売り手締め式へ。ピン
ク色のタオルを首に巻き、今年 1
年の安全と大漁祈願。 

1 月 16 日■今回は、小正月にあ
わせてみずき団子づくり。小学生
の時は関谷の公民館で。毎年の 

恒例行事でした。懐かしい！ 

2 月 6 日■月に一度、季節にあわ
せた催しを行って、子とも゙の遊び
場・親のくつろぎの時間をつく
る。２月は「おひな様         お茶会」 

2 月９日・３月 29 日■お声がけ
いただき、お邪魔しました。市政
に関わる様々なご意見もお聞か
せいただきました。 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 18 日■①千石船「気仙丸」

の設置場所②追悼施設③防潮堤

の活用④（仮）おおふなと防災公

園について、当局の考え方を知る

とともに、要望もお伝えしました。 

3 月 18・19 日■地元 NPO 法人絆
プロジェクト三陸主催の震災後
から続くイベント。親子連れはじ
め市民の皆さんと熱気球に搭乗。 

3 月 11・21 日■佐々木朗希選手
が先発登板した両日、リアスホー
ル、サンリアさんにて。みんなで
応援。盛り上がりました。感動！ 

「防潮堤に彩りを」タイルをちり
ばめ、みんなで作り上げていく防
潮堤アート。夢海公園前にて、 
5 月 26 日まで展示中です。 
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〇1974 年 7 月 31 日生 日頃市町出身・現在大船渡町下平在住 
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［議会の所属］総務常任委員会委員・議会運営委員会副委員長・大船渡地区環境衛生組合監査委員 

新しい年となり、大船渡について、みなさんと一緒に考え、その声を市政に反映していきたいという思い

から、≪ゆうこの部屋≫みんなでおしゃべり会の開催を、そして、つとめて直接お会いし、色々なお声を

聞かせていただく機会を頂戴しています。そこには、みんなが安心して暮らせる大船渡となるべくヒント

が沢山ちりばめられているように感じます。その声をしっかりとキャッチし、今後の市政運営に反映して

いけるよう、尽力してまいります。今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 

 

大船渡市議会議員 佐藤優子  活動報告 

ゆうこだより 
編集・発行責任者：佐藤ゆうこ後援会  

2023年４月発行 

Vｏｌ． 
８ 

日頃市町「男性のつどい」 
～みづき団子づくり～ 

２月 
のびのび 

子育てサポーター 
「スマイル」 

大船渡町川原アパート・お茶会 

１  月 

他にも沢山のご意見をお聞かせいただきました。≪ゆうこの部屋≫は、

今後も開催していきます！ご希望するテーマなどありましたらお聞かせ

ください。また、日頃市の≪ゆうこハウス≫にもぜひお越しください。 

≪ゆうこの部屋≫ 

みんなでおしゃべり会 
１月 29日 

２月 21日 

３月 

空を見上げて in大船渡 
熱気球体験 4年ぶりの開催 

 

WBC・パブリックビューイング 

三陸ブルーラインプロジェクト ≪大船渡町議員団≫ 
大船渡駅周辺を中心とした にぎわい
創出に関わる当局との意見交換会 

2月 8日 



令和５年第 1回定例会 

 

ふるさと納税事業と 
シティプロモーションについて 

「ふるさと納税事業」は、地域資源を活用し、地域経済の活

性化に大きく貢献する、財源確保につながる重要な事業。大船

渡が持つポテンシャルと、寄付金額を他自治体と比べると、ま

だまだ伸びしろがある！と感じることから、今回議論しました。 

 

 

 

 

 

 

答弁 令和５年度は４億円を目標とする 

そのために、 

・ふるさと納税業務を支援する「中間事業者」に、市内に拠点

を有するなどの条件を付して、新たに選定。これまでのノウハウ

をもって、地域密着型の機動的活動に期待。市内への事業所設

置により、企業進出と社員等の移住、新たな雇用創出を想定。 

・県内では1000品前後のお礼品を提供している自治体もある。

現状のお礼品約330品、取り扱い事業者38社の倍増が目標。 

 

 

答弁 寄付金の使途や運用方針の決定、寄付額の目標設定、 

寄付額の状況把握と対策策の検討、事業者情報の共有。 

ゆうこの視点 寄付金額が大きい自治体の話を聞きましたが、 

中間事業者に委ねるから良いではなく、各方面・出品者への働き

かけなど、行政も一緒にやっていく姿勢が重要と感じます。 

 

 

 

答弁 市民が感じている当市の魅力や市民も気付かなかった魅

力の発信は、市民の郷土への愛着につながる。既存の取組をデ

ジタル技術やSNSを活用し、訴求力のある発信をしていく。

「大船渡市広報広聴戦略」に基づき、今まで各部署に任せてい

た情報発信を広報広聴係が司令塔となり推進していく。 

自治体間競争に勝ち残っていくには、現状の当市の

シティプロモーションに係るしっかりとした課題抽

出が必要であり、そのためには、民間の視点も必要

不可欠と感じます。また、広報広聴係が司令塔とな

るとのことでしたが、前回の定例会で、自治体広告

の提案をしたところ、現体制では難しいとの答弁。 

新規取組みは難しいとも感じる。観光・広報・ふるさと納税など

を包括的に行う「シティプロモーション課」の新設など、 

令和６年度に組織改編も視野にいれるべきと意見しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答弁 DMO登録に当たり、専門人材や安定的運営資金の確

保、既存観光団体との役割分担、法人が取り組む事項の明

確化など、やるべき事項も少なくない。市として、関係団

体と連携を図り、当該団体のDMO登録の支援をしていく。 

 

 

● 重点施策の1番は 

「地域活力を担う水産業の振興」 

● 子育て支援は、こども家庭庁の動きを 

見ながら、施策の実現を目指す 

● 🈟 東日本大震災・追悼施設整備事業 

● 🈟 おおふなと防災公園整備事業 

● 🈟（仮称）男女共同市民会議の創出 

● 🈟 Wi-Fi環境整備事業 

 カメリアホール、三陸公民館に 

● 🈟 第9分団第1部（日頃市関谷）の 

 消防車両購入 など 

≪令和4年度補正予算として ≫ 

● キャッシュレス決済ポイント還元 

事業は夏頃の予定 

 

 

← ←  QRコード：質疑答弁の全文は佐藤優子HPからご覧いただけます 

議会 

優子：ふるさと納税事業の今後の取り組みは？ 

大船渡の 
未 来 は 
みんなで 
つ く る 

市政への疑問・質問、地域でのお困りごとなど、お気軽にお聞かせください！ 

住 所：〒022-0002 大船渡市大船渡町字下平 14-1 

電 話：090-7283-0348 FAX：0192-22-7726 

E-mail： yuko.ofunato@gmail.com 
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令和３年度のふるさと納税 岩手県内寄付金額 

第1 位 花巻市 約43 億9,200 万円 

第2 位 奥州市 約15 億6,400 万円 

第3 位 北上市 約15 億3,300 万円 

第4 位 釜石市 約10 億円 

第５位 陸前高田市 約7 億7,800 万円 

第15位 大船渡市 約2億円 

 

● ふるさと納税： 日本で 2008 年 5 月から

開始された、地方と大都市の格差是正・人口減

少地域における税収減少対応・地方創生を主目

的とした寄附金税制の一つ。寄付金額から諸経

費（約 5 割）を引いた額が実質的な自主財源に 

● シティプロモーション： 地方自治体によ

って行われる、地域の認知度向上やブランド 

力向上を目的として行われる活動。交流人口や関係人口の拡大

をねらう地方自治体の「宣伝・広報・営業活動」 

● 観光地域づくり法人（DMO）： 地域の「稼ぐ力」を 

引き出し、地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視

点に立ち、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現

するための戦略を策定。多様な関係者と連携して実施していく、

観光地域づくりのかじ取り役としての調整機能を備えた法人 

優子：ふるさと納税事業に対する、行政が担うべき役割は？ 

優子：令和５年度の行政経営方針の重点施策に掲げられてい
る「シティプロモーションの推進」 ふるさと納税の寄付額
増額のためにも大変重要と考える。その取組みは？ 

優子：「シティプロモーションの推進」には官民連携が必
要。現在市内において、民間団体が DMO 設立にむけた

動きがあるが、当市も積極的に参画すべきと考えるが？ 

ｚ 
ゆうこの 
用語辞典 

一般質問 2023年 3月 2日 

地域の声から 日頃市町関谷・五葉橋  

一昨年より、関谷のみなさんからのお声を、 

地元・船野章議員と共に要望していたところ、 

昭和 38 年の竣工から 60 年。橋のらんかんが

立派に新しくなりました。 

 

 

 

令和５年度 
大船渡市 
一般会計 
予算総額 

２０９億 

●岩手県平均 

約４億 3,600 万円 

●岩手県内 14 市平均 

約 8 億 2,700 万円 

令和５年度 新制度・注目施策 

議会で質問・提案 

議会で質問・提案 

2021年６月 2023年４月 

ゆうこの 
視点 

◎ 他に、中間事業者の選定プロポーザルについて議論しました。 

 


